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使用済燃料プール
からの燃料取り出し

燃料デブリ
取り出し

原子炉施設の解体等

「廃炉」の主な作業項目と作業ステップ

保管／搬出燃料取り出し
燃料取り出し
設備の設置

瓦礫撤去、
除染

「汚染水対策」の３つの基本方針と主な作業項目

保管／搬出
燃料デブリ
取り出し

解体等
設備の設計
・製作

シナリオ
・技術の検討

１、２号機 ３号機 ４号機

方針１．汚染源を取り除く

～事故で溶けた燃料を冷やした水と地下水が混ざり、１日約３００トンの汚染水が発生しており、下記の３つの基本方針に基づき対策を進めています～

方針２．汚染源に水を近づけない

方針３．汚染水を漏らさない

③地下水バイパスによる地下水汲み上げ

④建屋近傍の井戸での地下水汲み上げ

⑤凍土方式の陸側遮水壁の設置

⑥雨水の土壌浸透を抑える敷地舗装

⑦水ガラスによる地盤改良

⑧海側遮水壁の設置

⑨タンクの増設（溶接型へのリプレイス等）

多核種除去設備（ALPS）等

• タンク内の汚染水から放射性物質を除去しリスクを低
減させます。

• 多核種除去設備に加え、東京電力による多核種除去設
備の増設（2014年９月から処理開始）、国の補助事
業としての高性能多核種除去設備の設置（2014年
10月から処理開始）により、汚染水（RO濃縮塩水）
の処理を2015年5月に完了しました。

• 多核種除去設備以外で処理したストロンチウム処理水
について、多核種除去設備での処理を進めています。

(高性能多核種除去設備)

凍土方式の陸側遮水壁
• 建屋を陸側遮水壁で囲み、建屋への地下水流

入を抑制します。
• 2013年８月から現場にて試験を実施してお

り、2014年6月に着工しました。
• 2015年4月末より試験凍結を開始しました。
• 先行して凍結を開始する山側部分について、

凍結管の設置が2015年７月に完了しました。

陸側遮水壁

海側遮水壁

• １～４号機海側に遮水壁を設置し、汚染された地下水の
海洋流出を防ぎます。

• 遮水壁を構成する鋼管矢板の打設は一部を除き完了
（98％完了）。閉合時期については調整中です。

(設置状況)

使用済燃料プールからの燃料取り出し

３号機の使用済燃料プールからの燃料取り出
しに向け、プール内の大型ガレキ撤去作業を
進めています。
3号機使用済燃料プール内の大型ガレキ撤去作業は、
2014年８月のガレキ落下を受け中断していましたが、
追加の落下対策を実施し、2014年12月より大型ガレキ
撤去作業を再開しています。

（注１）事故により溶け落ちた燃料。

～４号機使用済燃料プールからの燃料取り出しが完了しました。１～３号機の燃料取り出し、燃料デブリ(注１)取り出しの開始に向け順次作業を進めています～

（注３）配管などが入った地下トンネル。

(陸側遮水壁 試験凍結箇所例)

号機ごとの燃料デブリ
取り出し方針の決定

①多核種除去設備等による汚染水浄化

②トレンチ(注３)内の汚染水除去

１号機：燃料取り出し開始 2020年度
２号機：燃料取り出し開始 2020年度
３号機：燃料取り出し開始 2017年度
４号機：燃料取り出し完了 2014年

凍結管

(8/2に撤去予定の燃料交換機)

原子炉格納容器内の状況把握／
燃料デブリ取り出し工法の検討等

（注２）

１～３号機

2018年度上半期

中長期ロードマップ改訂
（2015年6月）から
2年後目処

初号機の燃料デブリ
取り出し方法の確定

（注２）

廃炉・汚染水対策の概要
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建屋カバー

原子炉
格納容器
(PCV)

原子炉
圧力容器
(RPV)

燃料
デブリ

圧力抑制室
(S/C)

注水

ベント管

トーラス
室

3号機 4号機

ｸﾛｰﾗｸﾚｰﾝ

燃料取り出し用カバー

1号機

392体 注水

ﾌﾞﾛｰｱｳﾄﾊﾟﾈﾙ
（閉止完了）

2号機

615体 注水

構台

安全第一福島第一
安全第一福島第一 安全

第一

福島第一

安全第一福島第一安全第一福島第一安全第一福島第一

566体

1402<1356>/1551

凍結管削孔<設置>(本)

削孔約90% ・設置約87% 完了
（7/28時点）

◆１～３号機の原子炉・格納容器の温度は、この１か月、約20℃～約45℃※１で推移しています。
また、原子炉建屋からの放射性物質の放出量等については有意な変動がなく※２、総合的に冷温停止状態を維持していると判断しています。

※１ 号機や温度計の位置により多少異なります。
※２ １～４号機原子炉建屋からの放出による被ばく線量への影響は、2015年６月の評価では敷地境界で年間0.0025ﾐﾘｼｰﾍﾞﾙﾄ未満です。

なお、自然放射線による被ばく線量は年間約2.1ﾐﾘｼｰﾍﾞﾙﾄ (日本平均)です。

1533/1533
取り出し完了燃料（体）

（2014/12/22燃料取り出し完了）

取り組みの状況

陸
側
遮
水
壁

試験凍結
開始

建屋カバー

使用済燃料
プール(SFP)

１号機建屋カバー
屋根パネル取り外し開始

＜屋根パネル取り外し状況＞

陸側遮水壁の凍結管のう
ち、先行して凍結する山側
三辺について、地下の構造
物を貫通する箇所も含め凍
結管の設置が7/28に完了
しました。
海側部分についても、地

下構造物を貫通する箇所に
ついて実施計画が認可が得
られ次第、工事を進めます。

原子炉建屋(R/B)

安全第一福島第一安全第一福島第一安全第一福島第一

大型休憩所における
食事提供の再開

1号機原子炉建屋上部のガレキ撤去に向け、 7/28より屋
根パネル取り外しを開始しまし
た。今年度中頃までに全て取り
外す予定です。

大型休憩所の食堂スペースは、
衛生面のより一層の向上を図る工
事を進めるため、一時的に食事提
供を休止していましたが、８／３
より再開する予定です。

建屋カバー解体に当たっては、
飛散抑制対策として、飛散防止
剤の散布や、更なる抑制のため
の防風カーテンの設置を行いま
した。今後も放射性物質の監視
をしっかりと行っていきます。

固体廃棄物
貯蔵庫（第９棟）

の状況

陸側遮水壁山側の
凍結管設置完了

廃炉作業に伴い発生す
る固体廃棄物を適切に保
管するため、固体廃棄物
貯蔵庫（第９棟）を設置
する計画です。7/17に
実施計画が認可されたこ
とから、建屋の設置に向
け、工事を進めてまいり
ます。

3号機の使用済燃料プールからの燃料取り
出しに向け、プール内の大型ガレキ撤去作業
を進めています。

３号機使用済燃料プール内
燃料交換機の撤去

FHM東側吊具

FHM西側吊具

プールゲート

養生材

FHM本体

北

制御棒

プール内に落下したガレ
キで最も大きい燃料交換機
本体の撤去作業に向け、吊
り上げ模擬試験等を経て、
8/2に撤去する予定です。
今後も安全着実に作業を進
めていきます。 ＜ ＞燃料交換機(FHM)

撤去イメージ

強い降雨による
Ｋ排水路雨水の
一部外洋への排水
１～４号機建屋周辺の雨水は、

K排水路を経由し、ポンプでC排
水路に汲み上げ後、港湾内へ移送
されます。

7/16に強い降雨のため、ポン
プで汲み上げ切れない一部雨水が
外洋に排水されました。港湾外の
放射能濃度に有意な変動はありま
せん。

K排水路については、今年度中
にポンプを経由せずに港湾内へ導
くルートを設置します。

２、３号機海水配管トレンチ
汚染水除去完了

２～４号機タービン建屋から海側に伸びる海水
配管トレンチ注内を充填し、汚染水を取り除く取
組を進めています。
２号機海水配管トレンチは、6/30にトレンチ

全体の汚染水の除去が完了しました。３号機海水
配管トレンチは、7月末にトレンチ全体の汚染水
除去が完了する予定です。これにより、高濃度の
汚染水が流出するリスクが大きく減少しました。
なお、４号機海水配管トレンチは、一部を除き

4月に汚染水除去がほぼ完了しています。

注）トレンチ；配管やケーブルが通るトンネル

２号機原子炉格納容器
内部調査に向けた状況
2号機原子炉格納容器内部調査の事前準

備として、調査装置を導入する格納容器貫
通部（X-6ペネ）の前に設置された遮へい
ブロックを、遠隔操作にて6/11より撤去
したところ、固着し撤去できないブロック
が7個残存しています。
今後、固着したブロックを撤去するため、

遠隔小型重機の活用やブロック撤去装置の
改造等を含めて検討し、対応の準備が整い
次第ブロックの撤去を再開する予定です。

建屋コンクリート
（コンクリート躯体）

鉄
板

側面図

遮へいブ
ロック手前
側の雰囲気
線量は約
10mSv/h

鉄板
遮へい
ブロック

原子炉
格納容器
側

固着箇所

約700mm

X-6ペネ

FHM
東側吊具

FHM
西側吊具

プール
ゲート

養生材

FHM
本体

北

制御棒

＜遮蔽ブロック固着状況＞

福島第一原子力発電所の廃止措置等に向けた中長期ロードマップ進捗状況（概要版）
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主な取り組み 構内配置図

提供：日本スペースイメージング（株）、(C)DigitalGlobe

１
号

２
号

６
号

５
号

３
号

４
号

敷地境界

MP-1

MP-2

MP-3
MP-4

MP-5

MP-6

MP-7

MP-8

※モニタリングポスト（MP-1～MP-8）のデータ

敷地境界周辺の空間線量率を測定しているモニタリングポスト(MP)のデータ（10分値）は0.922μSv/h～3.685μSv/h（2015/6/24～7/28）。
MP-2～MP-8については、空間線量率の変動をより正確に測定することを目的に、2012/2/10～4/18に、環境改善（森林の伐採、表土の除去、遮へい壁の設置）の工事を実施しました。
環境改善工事により、発電所敷地内と比較して、MP周辺の空間線量率だけが低くなっています。
MP-6については、さらなる森林伐採等を実施した結果、遮へい壁外側の空間線量率が大幅に低減したことから、2013/７/10～７/11にかけて遮へい壁を撤去しました。

海水配管
トレンチ

２、３号機海水配管トレンチ
汚染水除去完了

凍土方式による
陸側遮水壁

１号機建屋カバー
屋根パネル取り外し開始

固体廃棄物
貯蔵庫
（第9棟）

固体廃棄物貯蔵庫
（第９棟）の状況

Ｋ排水路

Ｃ排水路
下流部

排水移送ライン

３号機使用済燃料プール内
燃料交換機の撤去

陸側遮水壁山側の
凍結管設置完了

強い降雨による
Ｋ排水路雨水の
一部外洋への排水

２号機原子炉格納容器
内部調査に向けた状況

大型休憩所における
食事提供の再開

大型休憩所
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H23.3.11 H23.8.8 H24.1.5 H24.6.3 H24.10.31 H25.3.30 H25.8.27 H26.1.24 H26.6.23 H26.11.20 H27.4.19

線
量
率
（
μ
Ｓ
ｖ
／
ｈ
）

モニタリングポスト指示値

MP-1 MP-2
MP-3 MP-4
MP-5 MP-6
MP-7 MP-8
正門付近（モニカー）

正門MAX線量3/15 9:00 11930μ Sv/h

4

放射線レベル推移①（敷地内線量率）

モニタリングポストNo.2～8については、空間線量率の変動をより正確に
測定することを目的に、平成24年2月10日～4月18日に、環境改善（森

林の伐採、表土の除去、遮へい壁の設置）の工事を実施した。

 敷地周辺のモニタリングポスト指示値は１～４μSv/h程度で安定している。

 引き続き、周辺環境モニタリングの結果を継続監視していく。
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放射線レベル推移②（敷地内空気中放射性物質濃度）

※放射線業務従事者の呼吸する空気中の濃度限度（実用発電用原子炉の設置、運転等に関する規則の規定に基づく線量限度等を定める告示）

福島第一 西門 ダスト核種分析結果(Bq/cm3)
1F構内全面マスク着用を不要とするエリア

※告示濃度限度（Bq/cm3）
I-131…1E-3

Cs-134…2E-3
Cs-137…3E-3

I-131

Cs-134
Cs-137

：福島第一 西門ダスト採取地点

 事故発生以降低下傾向を示しており、 H2４.5月以降は、H25.2月、４月、８月に風による
舞い上がり等で、偶発的に検出されたものを除き、検出されていない。

 また、全面マスク着用を不要とするエリアについても、引き続き拡大していく。

：敷地境界連続ダストモニタ設置点
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放射線レベル推移③（海水（沿岸・沖合）放射能濃度）

1.0E-03

1.0E-02

1.0E-01

1.0E+00

1.0E+01

1.0E+02

1.0E+03

1.0E+04

1.0E+05

1.0E+06

● 北放水口

● 南放水口

●

15Km沖
※告示濃度限度（Bq/L）

I-131…40
Cs-134…60
Cs-137…90

15Km沖 放射能濃度（Bq/L）

※周辺監視区域外の水中の濃度限度（実用発電用原子炉の設置、運転等に関する規則の規定に基づく線量限度等を定める告示）

南放水口 放射能濃度（Bq/L）北放水口 放射能濃度（Bq/L）

ピーク時の1/10,000以下
まで下降（Cs-137）

ピーク時の1/10,000以下
まで下降（Cs-137）

※告示濃度限度（Bq/L）
I-131…40

Cs-134…60
Cs-137…90

ピーク時の1/10,000以下
まで下降（Cs-137）

H23.7月以降の検出は無かったが、H24.4月から検
出限界値を従来の約1/1000まで下げたことにより、
告示濃度限度より低いレベルで検出されている

 事故発生以降低下傾向を示しており、現時点では告示で定める濃度限度※を下回る濃度で推移
している。

※告示濃度限度（Bq/L）
I-131…40

Cs-134…60
Cs-137…90

※凡例 I-131 Cs-134 Cs-137
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１号機建屋カバーの屋根パネルの取り外しについて

 Ｈ27.7.28 １号機の燃料取り出し作業に向けた準備の一環として、建屋カバーの屋根パネ
ル（１枚）の取り外しを実施した。

 1F構内および敷地境界に設置してあるダストモニタ、敷地境界に設置してあるモニタリング
ポストそれぞれの指示値に有意な変動はなかった。

屋根パネル取り外し状況

クレーンカメラより撮影

1号機建屋山側より撮影

1号機建屋山側より撮影
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３号機使用済燃料プールからの燃料交換機撤去完了について

 Ｈ27.８.2 ３号機使用済燃料プール内から燃料交換機の撤去を完了した。

 ３号機使用済燃料プール内で最大のガレキである燃料交換機の撤去にあたっては、綿密な撤
去計画を立て（プール内部の状況やガレキの状況の調査、専用の吊り上げ治具の作成、モッ
クアップ試験の実施、その他、様々なリスク対策の準備等）、安全に作業を終了した。

 引き続き、燃料取り出しに向けて使用済燃料プール内のガレキ撤去作業及び燃料取り出し用
カバー設置作業を進めていく。

燃料交換機吊り上げ 燃料交換機吊り上げ（全景）
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汚染水（ＲＯ濃縮塩水）の処理完了について

 福島第一原子力発電所の敷地境界における実効線量は、H28年3月末で「1mSv/年未満」を
達成することを目標としている。

 H27年3月末までに、タンク内汚染水のうち約8割のRO濃縮塩水についてストロンチウム処
理を実施した。

 その後もタンク内汚染水の処理を進め、タンク底部の残水を除き、全てのＲＯ濃縮塩水のス
トロンチウム処理を完了した（H27年5月27日）。

 ストロンチウム処理水については、多核種除去設備で再度処理することでトリチウム以外の
放射性物質を除去し、さらなるリスク低減を図る。

敷地境界実効線量（評価値）の推移

敷地境界線量に起因する対象物
平成２６年３月末 平成２７年３月末

気体廃棄物 0.03 0.03 
固体廃棄物 0.54 0.56 
構内散水 0.075 0.075
液体廃棄物 0.22 0.22 
ＲＯ濃縮水貯槽 9.19 0.56 
合計 10.06 1.44 


